
●　名古屋駅周辺地下公共空間整備について

１ 名古屋駅地区から、国際歓迎・交流拠点のささしま地区や名駅南地区への歩行者

のアクセス改善を図り、各地区の一層の開発を誘導促進するまちづくりの一環とし

て、新たな歩行者空間整備を実施する。

（１）整備方針　 名駅地区
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、新 な歩行 間 備 実施す 。

２ 既設地下通路・地下街を最大限に活用し、移動性・安全性・快適性に優れた歩行

者ネットワークの形成を図る。

３ 公共による地下公共空間の整備と沿道の民間開発との接続・連携整備により、官

民一体となった賑わいの創出を図る。

４　当面の歩行者増加に対応していくための段階的な整備を推進する。
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（２）段階的整備の内容

第１段階
横断歩道の拡幅等の実施（笹島交差点及び下広井交差点）
　　　　・平成２３年度実施
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段　階 内　容（箇　所） 整備主体
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第２段階
地下公共空間の整備（笹島交差点～下広井交差点以南）
　　　　・平成２３年度整備計画作成、平成２５年度着工を目指す
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民間

第３段階
民間再開発による地下横断施設整備（笹島交差点西側 南北横断）
　　　　・早期整備に向けた協議を進める
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① 第１段階整備箇所

② 第２段階整備箇所

③ 第３段階整備箇所
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